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論文内容の要旨
歯科用陶材は審美性、非斉射云導性、歯肉に対する親和性、対磨粍性などの点、において優れた性質を
有してわり、歯科材料として欠く事のできないものである。なかでも、審美性に優れていることその
最大の長所で、近年、焼成用陶材として、ジャケットクラウンや金属焼付ポーセレンクラウンなどの
製作に盛んに用いられつつある。これらの補綴物は前歯部に用いられる事が多いため、特に隣在歯と
の色の調和が要求される。しかし、焼成用陶材でこれら補綴物を作製する過程はネ場佐で実祢束を要し、
しかも、その過程によって焼成した陶材の色に変化が現れるため、希望通りの色が得られない事も起
りがちで、現在のところ術者の熟練に頼る度合いが高い。その上、焼成用陶材の色に関する系統立っ
た客観的研究が極めて少ない。
そこで、本研究は陶材の審美的長所を最大限に発揮させるための研究の一環として、まず陶材作業
に観点をむき、その作業条件が焼成した陶材の色に対してどのような影響をおよぼすかを知るため、
Condense 、減圧度、昇温速度、陶材の厚さ、陶材の積層、 Glazing および金属焼付ポーセレンにお
ける陶材の厚さと積層の点について検討したものである。
実験には、市販陶材を使用し、陶材作業時の上記諸条件を変化させて試料の作製を行ない、日本電
色社製 NDK-5型光電測色色差計で測色した。なむ、色の表示には C. 1. E. 標準表色系を用いた。
以上の実験結果は次の如く要約される。
1) Condense 方法を 2 種類行ない試料を作製したところ、両試料聞の混水比には有意差を示した
が、色には有意差を示さなかった。
2) 焼成時の減圧度を大気焼成から -20cm Hg 、←40cm Hg 、 -60cm Hg 、 -76cm Hg として陶材
焼成を行なったところ、減圧度の増加に伴って焼成した陶材の明度が比例的に低下し、 -60cm Hg か
ら -76cm Hg の減圧においては彩度も少し低下した。
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3) 焼成時の昇温速度を 1 分間当り 150C 、 250C 、 350C の 3 通りに変えて陶材焼成を行なったが、昇
温速度の変化は焼成した陶材の色に影響を与えなかった。
4) 陶材の厚さを 0.5mm 、 0.9mm 、 1.3mm 、 1.7mm 、 2.1mm として試料を作製した。 Üpaque色陶材
(以下O 色陶材と書く)と Enamel 色陶材(以下E 色陶材と書く)では、陶材の厚さの変化は色に影響を
与えず、 Dentin 色陶材(以下D 色陶材と書く)では、その厚さが増すに従って、明度と彩度の上昇を
示した。
5) Ü 色陶材(厚さ 1 mm) の上にD 色陶材を 0.5mm 、 0.9mm 、 1.3mm 、 1.7mm 、 2 .1 mm と厚さを変え
て積層したものと、 D 色陶材(厚さ 1 mm) の上にE色陶材を同様に厚さを変えて積層したものの、合計
10種類の試料を作製した。 測色結果は、 0色陶材と D 色陶材ならびにD 色陶材と E 色陶材の両積層の
場合とも、各々積層する陶材の厚さの増加に従って明度と彩度が低下した。
6) D 色陶材(厚さ 1.3mm) 、 E 色陶材(厚さ o .9mm) 、 O 色陶材(厚さ 1 mm) にD 色陶材(厚さ 1.3mm)
を積層したもの、 D 色陶材(厚さ 1 mm) にE 色陶材(厚さ o .9mm) を積層したものの 4 種について、
Gazing 前と αazing 後の色を比較したところ、 Glazing が陶材の色に与える影響は少なく、その傾
向ははっきりしなかった。
7) 陶材焼付用金合金の上に、 O 色陶材を厚さ o .1mm 、 0.2mm 、 0.3mm 、 o .4 mm 、 o .5mm 、 0.6mm、
o .7mmでト各々焼付け、その色について調べたところ、 0 色陶材は、厚ち 0.3mm の築盛(築成後の厚さ
o .23mm ~ 0 .24mm) で、充分に金属色遮断効果を発揮した。
8) 陶材焼付用金合金の上に厚さ 0.3mm のO 色陶材を築盛、焼盛し、その上に積層する D 色陶材と
E 色陶材の合計した厚さを o .2mm から 2 .4 mm まで 0.2mm間隔で12種類とした。さらに、その12種類の
各々の厚さにおいて、 D 色陶材と E 色陶材の厚さの割合を 0.2mmづっ順に変化させて、合計90種類の
試料とした。それらの色について分析したところ、明度には、 D 色陶材、 E 色陶材の厚さの割合より
も、それらを合計した厚さが関係し、合計した厚さが増すと明度は低下した。合計した厚さが同じも
のでは、 E色陶材の厚さの割合が多いほど明度が高かった。彩度は、 D色陶材と E 色陶材のどちらの
厚さが増しでも低下したが、 E 色陶材の厚さの増加はD 色陶材のそれより強い影響を与えた。
以上の結果から、陶材作業時の諸条件と中で、混水比、昇温速度、 Glazing は焼成した陶材の色に
ほとんど影響を与えないことと、減圧度、陶材の厚さ、陶材の積層割合は熟成した陶材の色に大きな
影響を与えることがわかった。
また、金属焼付ポーセレンにむいて、金属色の遮断に必要な Üpaque 色陶材の厚さは、従来臨床的
に必要だとされていた厚さよりも、薄くてよいことが明らかになった。
論文の審査結果の要旨
材育究は、従来、不明で、あった歯科用陶材の色に対する陶材作業条件の影響について検索したもの
である。陶材焼成時の混水比、減圧度、積層する陶材の厚さと割合、 Glazing などが、陶材の色に及
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ぼす影響および金属色遮断に必要な Üpaque 色陶材の厚さとその効果について重要な知見を得た価値
ある業績である。
よって、本研究者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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